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朝
早
く
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
元

気
な
声
が
飛
び
交
い
、日
頃
は
静
か
な
記
念

館
も
こ
の
日
ば
か
り
は
活
気
に
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

　

受
付
を
済
ま
せ
て
民
権
ホ
ー
ル
に
入
る

と
班
別
の
座
席
に
座
り
開
会
式
を
待
ち
ま

す
。
開
会
式
の
あ
と
、「
自
由
民
権
っ
て
、

何
？
」と
い
う
当
館
制
作
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞

し
、先
生
か
ら
の
説
明
を
し
っ
か
り
聞
い
た

ら
、い
よ
い
よ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

　

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
は
、次
の
5
つ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、各
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
通
過
す
る
と
、ラ
リ
ー
マ
ッ
プ

に
民
権
家
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を
5
つ
集
め

た
ら
ラ
リ
ー
完
了
で
す
。
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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常
設
展
示
室
の
展
示
資

料
の
中
か
ら
ヒ
ン
ト
を
探

し
ク
イ
ズ
に
答
え
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
難
し

い
問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、み
ん
な
一
生
懸

命
に
挑
戦
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

劇
団「
笛
の
会
」の
み
な

さ
ん
に
よ
る
政
談
演
説

会
を
再
現
し
た
芝
居
を
観

て
、ク
イ
ズ
に
答
え
ま
す
。

　

当
時
さ
な
が
ら
の
迫
力

あ
る
劇
に
驚
き
圧
倒
さ
れ

な
が
ら
も
、子
ど
も
た
ち
も
聴
衆
の
一
人
と

な
っ
て
、「
そ
う
だ
！ 

そ
う
だ
！
」と
か
け
声

を
か
け
た
り
、拍
手
を
し
た
り
し
て
大
い
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
由
民
権
運
動
の
時
代

に
実
際
に
作
ら
れ
遊
ば
れ

て
い
た「
民
権
す
ご
ろ
く
」

遊
び
を
体
験
し
、「
上
が

り
」を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
「
高
知
県
民
謡
協
会
」の

皆
さ
ん
の
三
味
線
と
太
鼓

の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、植

木
枝
盛
が
作
詞
し
た「
民

権
か
ぞ
へ
歌
」を
歌
い
ま

す
。
生
伴
奏
に
最
初
は
戸

惑
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、民
謡
協

会
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
で
元
気
よ
く
歌
い

き
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
が
す
べ
て
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
通
過
し
た
後
、閉
会
式
が
行
わ
れ
、今

年
の
歴
史
教
室
も
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
マ
ナ
ー
が
良
く
、楽
し

く
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。	

（
矢
野　

紫
）

	Z�J�^�•�h�«� �¶�w �° �«

クイズの答え：問1  ②　問2  ①
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資
料
紹
介

　

幸
徳
秋
水
は
一
九
〇
七（
明
治
四
〇
）

年
十
月
、療
養
の
た
め
故
郷
中
村
町（
現

四
万
十
市
）に
帰
省
し
、翌
年
七
月
二
〇

日
ま
で
、新
聞
へ
の
執
筆
や
ク
ロ
ポ
ト
キ

ン『T
H

E CO
N

Q
U

EST
 O

F BREA
D

』

（「
麵
麭
の
略
取
」）の
翻
訳
な
ど
で
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
五
月
二
六
日
、岡
山
の
社
会
主

義
者
で
秋
水
の
同
志
で
あ
っ
た
森
近
運
平

が
、見
舞
い
を
兼
ね
て
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
同
月
二
九
日
に
は
公
会
堂
で
社
会

主
義
演
説
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
大
荒
れ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
二
日
付『
土
陽
新
聞
』の
報
道
で
は
、

聴
衆
五
百
人
、中
村
警
察
署
長
以
下
十
数
名

が
臨
場
す
る
中
、発
起
人
野
安
作
郎
の
開
会

の
辞
に
続
き
森
近
が
演
説
、そ
の
最
後
に

「
国
民
の
安
楽
を
計
る
は
財
産
の
平
均
に
あ

り
と
絶
叫
す
る
や
否
や
臨
場
の
島
崎
署
長

は
治
安
妨
害
と
認
む
る
故
中
止
解
散
を
命

ず
と
大
喝
一
声
」、そ
こ
で
秋
水
等
は
談
話

会
に
変
更
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、聴
衆
の

一
部
が
退
場
せ
ず
投
石
し
て
ガ
ラ
ス
障
子

が
破
損
す
る
な
ど
の
事
態
と
な
り
、結
局
混

乱
の
中
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
、そ
の
後
秋
水
は

自
宅
で「
社
会
主
義
に
関
す
る
談
話
を
な
せ

幸
徳
秋
水
等
の
集
合
写
真

　
　
　
　
一
九
〇
八（
明
治
四
一
）年
五
月
撮
影

幸
徳
秋
水
書
簡　

和
田
三
夫
宛

　
　
　
　
一
九
〇
八（
明
治
四
一
）年
十
二
月
十
七
日

◆
新
収
集
資
料
よ
りり

と
」伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

集
合
写
真
は
そ
の
こ
ろ
中
村
町
の
写
真

館
で
撮
っ
た
も
の
で
、前
列
中
央
が
森
近
で

す
。
彼
も
大
逆
事
件
で
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。

演
説
会
発
起
人
の
野
安
作
郎
も
写
っ
て
い

ま
す
の
で
、こ
の
人
た
ち
が
演
説
会
の
中
心

メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。（
前

列
右
安
岡
友
衛　

後
列
右
か
ら
、柿
内
英

雄
、野
並
吉
亮
、野
安
作
郎
、幸
徳
武
次
郎
）

な
お
、こ
の
写
真
は
秋
水
の
遺
著『
基
督
抹

殺
論
』に
貼
ら
れ
、周
り
に
撮
影
時
期
や
人

名
が
朱
で
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦  

◦  

◦

　

書
簡
は
、東
亜
同
文
会
の
和
田
三
夫
と
い

う
人
物
に
宛
て
た
も
の
で
、金
銭
の
支
払
や

そ
の
猶
予
に
関
す
る
こ
と
を
述
べ
た
後
、

「
あ
と
一
千
部
を
至
急
に
印
刷
製
本
」し
て

ほ
し
い「
長
く
な
る
と
其
筋
之
注
意
を
引
き

着
手
困
難
」と
な
る
の
で「
禁
止
令
出
で
ざ

る
今
の
中
に
こ
し
ら
え
て
」お
き
た
い
、と

い
う
内
容
で
す
。

　

こ
の
こ
ろ
秋
水
は
、『
麵パ

ン麭
の
略
取
』の
秘

密
出
版
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

一
九
〇
八（
明
治
四
一
）年
七
月
十
五
日

の
森
近
宛
は
が
き
に
は「
反
訳
は
愈
々
出
来

上
が
っ
た
。—

中
略—  

出
版
が
一
寸
困
難

と
思
っ
て
居
る
が
書
肆
が
引
受
け
な
け
れ

ば
自
費
で
や
る
外
は
な
い
」と
あ
り
、秘
密

出
版
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

大
逆
事
件
に
連
座
し
た
坂
本
清
馬
の

「『
麵
麭
の
略
取
』刊
行
者
と
し
て
の
思
い

出
」に
は「
十
二
月
の
半
ば
で
あ
っ
た
か
、

ハ
ッ
キ
リ
覚
え
て
い
な
い
が『
麵
麭
の
略

取
』の
秘
密
印
刷
が
で
き
た
と
い
う
通
知
が

あ
っ
た
」。
そ
し
て
ひ
そ
か
に「
地
方
同
志

に
予
約
販
売
を
し
、米
国
同
志
、及
び
ロ
ン

ド
ン
図
書
館
等
に
寄
贈
し
て
、完
全
に
そ
の

目
的
を
達
成
」し
た
と
あ
り
ま
す
。
同
書
の

奥
付
は
、発
行
一
九
〇
九
年
一
月
三
〇
日
、

訳
者
兼
発
行
者
平
民
社
、代
表
者
坂
本
清
馬

で
あ
り
、一
月
末
に
届
け
出
た
と
こ
ろ
、や

は
り
発
禁
と
な
り
、清
馬
は
起
訴
さ
れ
罰
金

三
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

拝
啓

今
朝
は
御
訪
致
候

其
節
御
話
申
上
候

阿
堵
物
は
百
五
拾
円

だ
け
差
上
候
て

残
金
少
々
御
猶
予

願
上
度
候
右
百
五
十

金
は
来
十
九
日
午

前
中
に
使
を
以
て

差
上
可
申
候
間

御
在
宿
願
上
度
候

又
毎
度
乍
御
手
数

あ
と
一
千
部
を
至

急
御
印
刷
製
本

御
命
被
下
ま
じ
く
や

成
べ
く
早
く
製
本
し
て

蔵
し
置
か
ね
ば

長
く
な
る
と
其
筋
之

注
意
を
引
き
着
手

困
難
と
相
成
可
申
に
付

禁
止
令
出
で
ざ
る

今
の
中
に
こ
し
ら
へ
て

置
き
申
度
候

右
何
卒

御
願
申
上
候

頓
首

十
七
日
正
午

秋
生

和
田
兄

侍
史

赤
坂
溜
池
弐

東
亜
同
文
会

和
田
三
夫
様

途
中
よ
り

十
七
日
　
　
　
秋
水
生

　

こ
の
書
簡
は
、こ
う
し
た『
麵
麭
の
略
取
』秘
密
出
版
の

事
情
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
ま
だ
確
実
で
は
な
く
、「
東
亜
同
文
会　

和
田
三
夫
」に

つ
い
て
の
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

（
筒
井
秀
一
）
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  10月21日（水）18：30～20：00  

自由民権講座 ホンモノの夜学会 2015
第3回　「馬場辰猪－学者職分論」

  10月28日（水）18：30～20：00  

自由民権講座 ホンモノの夜学会 2015
第4回　「中江兆民－『三酔人経綸問答』を読む」

  10月31日（土）発9：00～着16：30  

史跡めぐり「春野町・土佐市の
　　　　　　   民権家の足跡を訪ねて」
公文豪氏（友の会幹事・高知近代史研究会
長）の案内で、細川義昌墓・中島信行生誕地・
西原清東頌徳碑ほかをめぐる。
参加費：4,300円程度（参加人数により変動）
集合受付：自由民権記念館  8：30～
※申込は当館内友の会事務局まで（定員あり）
　雨天決行（暴風雨なら中止）

  11月11日（水）18：30～20：00  

自由民権講座 ホンモノの夜学会 2015
第5回　「坂本直寛－国家本質論」

  11月28日（土）13：00開始予定～17：00  

高知近代史研究会第83回研究会
第8回 四国地域史研究連絡協議会高知大会

テーマ　「四国と戦争」
基調講演
「埋もれた日清戦争、抗日東学農民戦争と

日本のせん滅作戦
－日本と朝鮮、歴史の史実と記憶－（仮）」		

講師：井上勝生氏（北海道大学名誉教授）

◦個別報告
小幡尚氏（高知海南史学会／高知大学） 

「日清戦争と高知
−戦没者の問題を中心に−（仮）」

川島佳弘氏（坂の上の雲ミュージアム）
「日露戦争期における愛媛の学校林（仮）」

高田美穂氏（徳島地方史研究会）
「板東俘虜収容所の経済構造とドイツ社会

との関係に関する一考察（仮）」 
和田仁氏（香川歴史学会）

「航空隊の基地・詫間と港町・坂出
−太平洋戦争と香川の町や村−（仮）」

会場：1階民権ホール

  8月22日（土）～10月4日（日）  
25周年記念展示

「路面電車が走る街・高知  写真パネル展」
会場：1階自由ギャラリー
主催：㈱土佐電ビルサービス・自由民権記念館
共催：とさでん交通㈱・
　　  高知の電車とまちを愛する会

  9月19日（土）15：00～17：00   

高知近代史研究会第82回研究会
テーマ　「土佐電鉄の今昔」
会場：1階民権ホール
報告者：山本淳一氏
　　　 （高知の電車とまちを愛する会副会長）

  10月7日（水）18：30～20：00  

自由民権講座 ホンモノの夜学会 2015
第1回　「植木枝盛－民権思想と憲法案」
※詳細は4ページをご覧ください。

  10月12日（月・祝）13：30～16：00  

友の会設立25周年
女性参政権70周年記念行事
第15回「県詞の日」記念講演会　
演題　「男女平等を求める戦後の運動」

テレビ番組制作現場から
講師：吉峯美和氏（NHK「日本人は何をめざし

てきたのか」第2回共同参画社会～女た
ちは平等をめざす～制作担当フリーデ
ィレクター）

会場：1階民権ホール　参加費：無料
〈平成27年度 ソーレえいど事業〉

  10月14日（水）18：30～20：00  

自由民権講座 ホンモノの夜学会 2015
第2回　「坂崎紫瀾－民権思想の大衆化」

  10月17日（土）～11月23日（月・祝）  
25周年記念展示

「人物と風景で辿る土佐の面影」
なつかしい写真、おもしろい写真をパネル
で紹介します。
会場：1階自由ギャラリー

  12月13日（日） 10：00～  

「兆民忌」
筆山にある中江家の墓参り
集合場所：高知市筆山登り口

  12月23日（水・祝）13：30～  

第19回民権凧まつり
「土佐凧を作ろう」

会場：1階自由ギャラリー
参加費：400円

  1月4日（月）14：00～  

第19回民権凧まつり
「土佐凧を揚げよう」
持参の凧でもOK、参加自由です。
場所：鏡川北岸トリム公園

  1月23日（土）～2月25日（木）  

第16回社会科自由研究作品展
市内小中学生の社会科に関する
研究作品を展示
会場：1階自由ギャラリー

  1月23日（土）10：00～  

「無天忌」
植木枝盛の命日に墓所の清掃と墓参り
集合場所：高知市小高坂市民会館

（駐車場あり）

  1月23日（土）  

自由民権記念館友の会  映画上映会
高知近代史研究会第84回研究会
「100年の谺

こだま

		大逆事件は生きている」
会場：1階民権ホール
上映時間：90分  ①13：30～  ②15：30～
チケット：1,000円（11月中旬より発売予定）

  3月12日（土）15：00～17：00  

高知近代史研究会第85回研究会
テーマ　「自由民権記念館

資料の収集をふり返って」
報告者：筒井秀一（高知市教育委員会参事）
会場：1階研修室

　東京の町田市立自由民権資料館では、
土佐市出身の民権家で初代衆議院議長
を務めた中島信行と、彼と結婚し演説や
雑誌への寄稿により、当時の女性の生き
方に大きな影響を与えた岸田俊子の２人
の歩みが紹介されました。

要申込

要申込

要申込

要申込

要申込

要申込

要申込

高知出身の民権家が
展示されました。


